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専門部会からの報告 

 

 

 

 

１１月２７日(金)に，第１５回開校準備委員会を開催しました。 

専門部会からの報告を基に，協議を行いました。 

また，新校舎建設工事についての説明を行いました。 
 

第 1５回開校準備委員会を開催 

小川北義務教育学校 

開校準備委員会だより 
【第 14号】 

 

このたよりは，小川北義務教育学校開校に向けた準備の情報をお届けするものです。 

今号では，第１５回開校準備委員会の様子をお知らせします。 

 

 

＜ＰＴＡ部会＞ 

〇新しいＰＴＡ規約について 

 ・会費は，２００円とする。 

・役員には，会長，副会長，監事，書記，会計，女ネット委員を置き，任期は１年とする。 

 ・役員の選出にあたっては，地区ごとに集まる機会がなくなることや，選出の際の選択肢の幅を広げ

ることを考え，学年で決めることとする。 

・専門委員会は，地区委員会と学年委員会を置く。 

＜学校運営部会＞ 

  日課表，生活のきまり・学習のきまり，生活科・総合学習のテーマ，３小交流事業については，令

和３年度より，各校において統一する。 

  １２月～３月にかけて，各校の教材備品の確認を進め，新しい学校で使えそうなものを決定する。 

＜総務・通学部会＞ 

 〇制服・体操服 

制服と合わせて着用するもののきまりについては，以下のとおりとした。 

  ・男女ともに白無地のワイシャツ（市販品）を着用する。 

・現行どおり，セーター（市販品，黒・紺色の無地，Ｖネック）を着用可とする。 

・全ての生徒が男女の上着・ワイシャツを自由に選択可とする。（ＬＧＢＴ等性的少数者への配慮） 

〇校章・校歌 

制作方針・方法について検討し，以下のとおりとした。 

  校章……公募により，新しく制作する。 

      募集対象は，小川北学区の出身者・在住者・在勤者・児童生徒・保護者・卒業生 

  校歌……新しく制作する。 

※小川北中学校の校歌の歌詞や曲を一部変更する等の補作を行い新しい校歌とする案もあっ

たが，著作権の問題により補作が難しいため，新しく制作することとなった。 

作曲は，小川南小学校校歌を作曲した田川めぐみ氏に依頼する。作詞については今後検討。 
 

 

新校舎建設工事について 

＜工事請負事業者＞ 

株式会社鈴木良工務店（水戸市緑町１丁目１番４号） 

＜工事内容＞ 

【増築工事】延床面積：4,396㎡ 

       鉄筋コンクリート造２階建て 

【改修工事】改修面積：731㎡ 

＜工期＞ 

令和２年１０月２４日～令和４年２月２８日 

＜工事計画図＞ 

 

・令和３年８月より，
新校舎の昇降口を仮
使用。 
・既存校舎の昇降口
は，新しい職員室と
するため，改修。 

・既存の武道場
を仮設駐輪場と
して活用。 

令和３年１月
より，新校舎
着工。 

・既存の倉庫，
部室棟を解体。 

出入口 
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発行：小川北義務教育学校開校準備委員会 

（事務局）小美玉市教育委員会  
施設整備課 学校づくり推進係 

〒311-3492 小美玉市小川4-11 
電話 0299-48-1111（内線2211・2213） 

Eメール shisetsu@city.omitama.lg.jp 

 

制服について 

 
第１４回開校準備委員会で挙がった意見に対し，事務局より検討結果の報告を行いました。 

 

＜意見趣旨＞ 

新しい制服・体操服は，令和３年４月から着用開始となるが，開校時の中学３年生（現在の中学１

年生）は旧デザインの制服のまま開校を迎えることになる。その生徒たちが新しい制服を着用できる

よう，購入費用を全額支給または一部補助することは考えられるか。 

 

＜検討結果＞ 

新しい制服・体操服を開校前に着用可としたのは，児童は就学中に数回体操服の買い替えがあるた

め，そのタイミングで新デザインの体操服を購入・着用できるよう，配慮したものです。また，統合

時に全児童生徒の新デザイン着用を義務化すると，買い替えが経済的負担になってしまうことから，

統合後も旧デザインを着用できることとしております。来年度開校の玉里学園義務教育学校の場合

も，小川北義務教育学校と同様，開校時には新旧の制服・体操服が混在します。このようなことを踏

まえると，市で補助を行うのは難しいという結果です。 
 

 〇通学体制 

スクールバスの運行経路・乗降所については，以下の案を基に検討を行った。準備委員会で挙がっ

た意見を踏まえて，今後，再度部会で検討を行うこととした。 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

開校準備委員会の日程は、市のホームページ
でお知らせしています。委員会は，自由に傍聴
できますので，詳細は事務局までお問い合わせ
ください。 

【乗降所・運行経路案】乗車時間は，バス時速 30㎞・乗降時間 3分として計算 

①世楽コミュニティセンター→佐才コミュニティセンター→学校 距離：6.2㎞ 時間：15分 

 

②上合公民館→上吉影小学校→学校 距離：5.7㎞ 時間：14分 

 

③飯前→学校 距離：3.2㎞ 時間：6分 保護者から提案のあったメロンロード沿いの私有地を検討。 

 

 ④荒地公民館→前野公民館→百里自営→学校 距離：8.4㎞ 時間：23分 

     

⑤貝谷公民館→下吉影古新田公民館→学校 距離：10.3㎞ 時間：24分 

 

【乗降所に対する意見】  

・前原公民館，南原公民館を利用できないか。 

・飯前地区の乗降所については，保護者と十分に検討してほしい。 

 

 [参考：乗降所までの通学] 

乗降所までは，通学班を新たに編成し，徒歩での通学となる。 

 

[参考：乗降所設置場所の基準] 

下記の全ての要件を満たす場所。 

私有地の場合，下記全てを満たし，形状の変更を伴わず容易に整備可能な農地以外の土地。 

・学校からの道のりが概ね３㎞以上 

・他の交通に影響なく安全に乗降可能 

・バスが転回，通り抜け可能 

・乗降所間の道のりが概ね１㎞以上 

 

 


